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東海センター原子力防災訓練マスタープラン（4 ヶ年計画） 

避難・誘導（構内：活動に従事しない者を含む） ○ ― ● ● ● ● ● ▲ 〇

安否確認 ○ ● ● ● ● ● ● ● 〇

特定事象等の EAL判断 ― ● ● ◆ ● ● ◆ ● ● 〇 〇

判断 体制発令、要員参集（時間内） ○ ★ ● ● ● ● ● ― ● 〇 ★、◆

体制発令、要員招集（時間外） ― ― ― ― ― ▲ ▲ ★ ▲ ―

参集及び本部の 情報の集約整理、活動方針の決定 ○ ★ ● ● ★ ● ● ◆ ● ● ★ ● 〇 ★、◆

指揮運営 現場組織への指示 ○ ★ ― ● ★ ● ● ★ ● ● ★ ● 〇

要員管理（派遣要員の確保：ﾌﾟﾚｽ、ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ等） ○ ★ ― ● ▲ ▲ ▲ ▲ ★ △ △ ★

ERC担当官との通報連絡 ○ ― ● ◆ ▲ ● ◆ ▲ ● ★ △ 〇 ◆

派遣要員との通報連絡 ○ ★ ― ● ▲ ▲ ▲ ▲ △ △

通報文（プレス文含む）作成 ○ ★ ● ● ★ ● ● ◆ ● ● ★ ● 〇 ★、◆

通報文の発信及び連絡、本部への報告 ○ ★ ▲ ● ★ ▲ ● ★ ▲ ▲ ▲ △

外部からの問い合わせ対応 ○ ― ● ● ● ● ● ● 〇

消防・警察への通報 ― ― ▲ ● ▲ ● ― ● △

関係機関との調整 ○ ― ▲ ― ▲ ▲ ▲ ▲ △

身体汚染の処置 ○ ― ― ▲ ▲ ● ― 〇 ―

負傷者の医療機関への搬送 ○ ― ― ▲ ▲ ● ― ― ―

汚染管理・放射線防護 ○ ― ― ▲ ▲ ● ― 〇 ―

現場対応班編成 ○ ― ● ● ● ● ● ● 〇

対策本部への通報・連絡 ○ ― ● ● ● ● ● ● 〇

自衛消防隊編成 ― ― ● ● ― ● ― ● ―

公設消防との連携 ― ― △ ▲ ― ● ― ▲ ―

拡大防止措置 ○ ★ ― △ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ △

消火活動 ― ― △ ▲ ― ▲ ― ▲ ―

復旧作業 ○ ― △ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ △

グリーンハウス設営 ― ― ― ● ― ● ― 〇 ―

施設内外の放射線モニタリング ○ ● ● ★ ▲ ● ★ ● ● ● △ ★、◆

汚染・拡散範囲の推定（敷地内、外） ○ ▲ ● ▲ ● ● ● ● 〇

要員等の被ばく線量管理 ― ― ○ ● ● ● ● ▲ 〇

支援拠点との通報・連絡 ― ― ● ◆ ▲ ● ▲ ● ◆ △ 〇

資機材調達・運搬 ― ― ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ◆ △ △

支援拠点の運営（対策本部との連絡・調整、連携） ― ― ○ ▲ ● ▲ ● ◆ △ 〇

東京本部（支援対策本部）との連携 ― ― ● ― ▲ ▲ ▲ △ △

　○当該年度実施　△一部実施又は模擬　－省略　●実施済み　▲一部実施済又は模擬済　★過年度訓練の反省を踏まえた重点項目　◆当該年度の重点項目　

(6) 事故収束

(7) モニタリング

(8)
災害対策支援拠点
の運営及び本部と

の連携等

訓
練
項
目
及
び
詳
細
内
容

(1) 避難誘導

(2)

(3)
外部機関を含む情

報共有

(4) 原子力災害医療

(5)
現場組織の編成及
び対策本部との通
報連絡

要素訓練
(7/10,31、

8/21、10/16、
12/9、1/16、

3/12,13

シナリオ一部開示型
（本部要員の一部に骨子を説明）

要素訓練
(7/21,31、

8/5、9/11、未
実施の項目は11
月及び12月に実

施予定

シナリオ一部開示型
（本部要員の一部に骨子を説明）

総合訓練 総合訓練 総合訓練 総合訓練

シナリオ非提示型
（本部要員の一部に骨子を説明）

訓練形式（総合訓練）
シナリオ提示型 要素訓練

シナリオ非提示型
（対策本部の各班長等に訓練項目及び

達成目標について説明）

要素訓練
(7/6,25,27、
11/21,22、

12/21、1/22)

①事故対策本部要員の参集、②事故対策本部の指揮運
営、③外部関係機関を含む情報共有訓練、④モニタリン
グ訓練、⑤緊急時対応能力の総括的な検証（次期中期計
画に反映すべき事項等の抽出）

達成目標

○原子力災害対応の基礎的な訓練項目である、対策
本部の指揮運営及び関係機関への情報発信について
基本動作が適切に行えること。

○想定事象の多様化又は同時に複数事象が発生して
も、現場情報を適切に整理、分析を行い活動方針（原
因の究明、拡大防止措置、事象の収束等）が決定で
き、迅速な現場対応ができること。

○新規に整備を計画している災害対策支援拠点の候補地
での運営が円滑に行えること、過年度の訓練で抽出され
た課題が確実に解決していること。

○平成29～2019年度の訓練で抽出された課題が確実に解
決され、また緊急時対応能力が向上していること。

主な重点項目

①避難退避訓練、②関係機関等への通報、③特定
事象の推移にともなう継続的な情報発信訓練、④
対策本部の指揮運営訓練、⑤医療訓練、⑥オフサ
イトセンターへの派遣訓練

①EAL判断、②情報の集約整理、活動方針の決定、
③現場組織への指示、④ERC担当官との通報連絡、
⑤通報文（プレス文含む）作成、⑥通報文の発信及
び連絡、⑦施設内外の放射線モニタリング、⑧支援
拠点との通報・連絡

①EAL判断、②情報の集約整理、活動方針の決定、③現
場組織への指示、④ERC担当官との通報連絡、⑤通報文
（プレス文含む）作成、⑥通報文の発信及び連絡、⑦
施設内外の放射線モニタリング

①情報の集約整理、活動方針の決定、②現場組織への指
示、③要員管理（派遣要員の確保：ﾌﾟﾚｽ、ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ
等）、④ERC担当官との通報連絡、⑤通報文（プレス文
含む）作成、⑥支援拠点の運営（対策本部との連絡・調
整、連携）

対象施設 新分析棟

訓練の目的

○対策本部の指揮運営及び情報発信能力の検証・
向上

○対策本部の指揮運営及び現場対応力の検証・向上 ○災害対策支援拠点の運営及び過年度訓練の課題（対
策本部の指揮運営、対策シートに基づく適切な拡大防
止措置、ERC対応等）検証・向上

○緊急時対応能力の総括的な検証

年度 平成28年度【実績H28.12.02】 平成29年度計画【実績H30年2月15日】 平成30年度計画【実績H31年2月8日】 2019年度計画【実績2020年1月21日】 2020年度計画【2020年12月8日実施予定】
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